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青森県がん対策推進計画見直しに係る経緯 

 

１ これまでの経緯  

 

年 月 

 

青森県がん対策推進計画関係 

 

青森県保健医療計画関係 

平成 24年５月  第１回医療審議会(5/28) 

     ６月 ●１回がん医療検討委員会(6/29) 

国のがん対策推進基本計画（平成２４年６月）の概

要説明、計画見直しスケジュールの確認、現行計画

目標値の進捗状況、本県のがんの現状等 

 

７月 ◇がん対策に関連する取組状況調べ（文書） 

がん診療連携拠点病院、市町村、検診機関、県医師

会等に対し、がん対策に関連する取組状況を照会 

第１回医療計画部会(7/30) 

８月 ◇次期計画に盛り込むべき事項や見直しの方向性

等に関する意見照会（文書） 

がん医療検討委員会委員あて意見照会 

 

10月  第２回医療計画部会（10/12） 

第２回医療審議会(10/23) 

11月 ●第２回がん医療検討委員会(11/1) 

次期計画骨子案に基づき協議 

 

 ◇次期計画骨子案に対する意見照会（文書） 

がん診療連携拠点病院、市町村、県歯科医師会あて

意見照会 

 

12月 第二期青森県がん対策推進計画（素案）作成  

平成 25年１月 

   ～２月 

◇第二期青森県がん対策推進計画（素案）に対する

意見募集（パブリックコメント） 

第３回医療審議会(1/31) 

第３回医療計画部会(1/31) 

２月 ●第３回がん医療検討委員会(2/28)  

 

 

２ 第二期青森県がん対策推進計画（素案）に係るパブリックコメントの実施状況 

（１）意見募集期間  平成 25年 1月 7日（月）から平成 25年 2月 5日（火） 

（２）募集の方法   

県のホームページ(http://www.pref.aomori.lg.jp/)に掲載したほか、県健康福祉部がん・

生活習慣病対策課、県行政資料センター、県合同庁舎地域住民情報コーナーに備え付けま

した。意見提出は、郵送、ＦＡＸ又は電子メールによるものとし、提出言語は日本語とし

ました。意見提出にあたっては、提出者の住所・氏名（法人等の場合はその名称・事務所

所在地等の連絡先）の明記を条件としました。 

（３）提出された意見 

    69人から御意見をいただき、類似の御意見をまとめたところ３件に整理されました。 

 

 

 

資 料 １ 

http://www.pref.aomori.lg.jp/
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第二期青森県がん対策推進計画（素案）の概要 

 

１ 計画策定の背景 

○ 県では、平成２０年５月に、がん対策基本法第１１条第１項に定める都道府県がん対策推進

計画である「青森県がん対策推進計画」を策定し、がん対策を総合的かつ計画的に進めてきま

した。 

○ 国の「がん対策推進基本計画」が平成２４年６月に改定されたこと、青森県がん対策推進計

画の計画期間が、平成２４年度で満了することから、平成２５年度を初年度とする計画を策定

するものです。 

 

２ 計画期間   平成２５年度～平成２９年度（５年間） 

 

３ 計画の性格と位置付け 

○ 本県の基本計画である「青森県基本計画未来への挑戦」の実現のためのがん対策に関する基

本的な計画となるもので、青森県保健医療計画、青森県健康増進計画等とも整合性を有するも

のです。 

○ 県民、医療機関等、大学等学術研究機関、医師会等関係団体、検診機関、事業者、行政等の

各主体（以下「関係者等」といいます。）が、それぞれの役割に応じて主体的にがん対策に取り

組むための基本指針としての性格を併せ持つものとして位置付けます。 

 

４ 計画の特徴 

○ 本計画が目指す姿を明らかにするため、新たに「めざす姿」（がんを知り、がんと向き合い、

がんを乗り越えられる社会）を設定しました。 

○ 重点的に取り組むべき課題として、これまでの「がん登録の充実」を「がん登録の充実と研

究の推進」とし、本県のがんの詳細な実態把握と戦略的ながん対策のための研究・分析に取り

組むこととしました。 

○ 国が指定するがん診療連携拠点病院に準じる機能を有する病院を「青森県がん診療連携推進

病院」として指定し、本県のがん医療の均てん化と地域におけるがん診療体制の更なる充実を

図ることとしました。 

○ 国のがん対策推進基本計画を踏まえ、全体目標に「がんになっても安心して暮らせる社会の

構築」を追加したほか、取り組むべき課題に「小児がん」、「がんの教育・普及啓発」、「働く世

代への支援」を盛り込みました。また、従来の「治療の初期段階からの緩和ケア」を「がんと

診断された時からの緩和ケア」に変更しました。  

 

５ 全体目標 

  ① がんによる死亡率の減少  

７５歳未満年齢調整死亡率（人口１０万対）８２．６人（平成２９年度） 

 ② すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上 

 ③ がんになっても安心して暮らせる社会の構築  
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６ 施策の体系 

 

分野 

がんの一次予防 ・生活習慣の改善 

・感染に起因するがんの予防 

 

検診受診率等の向

上 

・がん検診受診率、精密検査受

診率の向上 

・がん検診の精度管理と質の確

保 

がん医療の充実 ・手術療法、放射線療法及び化

学療法を単独で行う治療や集学

的治療の実施可能な体制整備 

・放射線療法、化学療法、手術

療法の更なる充実とこれらを専

門的に行う医療従事者の育成 

・がんと診断された時からの緩

和ケアの推進 

・地域連携、支援を通じたがん

診療水準の向上 

情報提供と相談支援機能の充実 

がんの教育・普及啓発 

がん登録の充実と研究の推進 

小児がん 

 

働く世代への支援 

 

 

 

 

７ 進行管理 

  目標項目（19項目）及びがんの医療体制構築に係る現状把握のための指標（30指標）の状況

を把握し、毎年、青森県がん医療検討委員会に報告し進行管理を行っていきます。また、がん

医療検討委員会や県民の意見、提言等を踏まえ必要に応じて施策の見直しを行います。 

さらに、平成 28年度までに計画全体の中間評価を行い、がん対策を担う関係者等にフィード

バックし、目標達成に努めます。  

 ＊がんの医療体制構築に係る現状把握のための指標：計画素案 P49参照  
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 （参考）個別目標 

 がん対策推進基本計画等を参考として、全体目標を達成するために必要な分野別個別目標（19

項目）を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「備考欄」の記号は次のとおりです。 

イ がん対策推進基本計画の目標値と同じもの        ：５項目 

ロ がん対策推進基本計画の目標値以上の目標設定をしたもの ：１項目 

ハ 第一期青森県がん対策推進計画の目標を継続するもの   ：６項目 

ニ 県独自に新たに目標設定したもの            ：２項目 

ホ 健康増進計画「健康あおもり２１（第２次）」（案）の目標値：５項目 

 


